




うに, 反復的, 受動的に抑うつの原因や症状, 結果
に焦点をあてる反応様式を反すう (rumination)
という (Nolen-Hoeksema, 1991; Nolen-Hoeksema,





いる (Nolen-Hoeksema, 1991) ため, 研究が盛ん
に行われている｡ 反すうの研究動向として, 反すう
の構成要素に注目した研究がある｡ Treynor,
Gonzalez, Nolen-Hoeksema (2003) は, 反すうが













また, Nolen-Hoeksema (1991) による抑うつ状
態における反すうの研究以後, うつ病といった臨床
状態の抑うつについても検討が行われている｡










持機能も有している (e.g. Treynor et al., 2003)｡
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Avoidance function of rumination and worry －the difference between brooding and reflection－
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SAKAI, Makoto (School of Psychology, Chukyo University)
Rumination, which is a risk factor for depression, is composed of two aspects: brooding and reflection.
It is therefore important to investigate the process of maintaining rumination divided by brooding and re-
flection. The present study examined the avoidance function of rumination as compared to that of worry.
Ninety-five undergraduate students (25 men and 70 women; average age, 18.95 years; SD=0.90) completed
questionnaires on rumination, worry, and avoidance. Correlation analysis revealed a significant correla-
tion between brooding and avoidance; in contrast, no significant correlation was observed between reflec-
tion and avoidance. This result suggests that the brooding aspect of rumination has an avoidance function.
The correlation between brooding and worry was also strong, and the array of correlation coefficients be-
tween brooding or worry and avoidance were similar. Thus, the avoidance function of the brooding aspect
of rumination is thought to be similar to that of worry.







(Martell, Addis, & Jacobson, 2001; Martell,
Dimidjian, & Herman-Dunn, 2010; Kanter, Busch,









ている (Martell et al., 2001)｡
一方 , 全般性不安障害 (General Anxiety
Disorder: GAD) で見られる心配 (worry) は, 反
すうと類似した行動であり, 心配と反すうの処理過
程は共通であることが示されている (Watkins,
Moulds, & Mackintosh, 2005)｡ 心配の機能につい
ては既に検討されており, Borkovec, Ray, &





することが明らかにされている (Borkovec et al.,






















ると結論づけている｡ また, Dickson, Ciesla, &
Reilly (2012) はマルチレベルモデリング (multi-














さらなる知見の蓄積が望まれる｡ また, Moulds et
al. (2007) は反すうの回避機能が心配と同等であ
るかを検討していない｡ Dickson et al. (2012) は,
継時的なデータを収集するため, 尺度の一部のみを
使用しており, 尺度の妥当性に疑問が残る｡ さらに,










大学生 116 名に調査を依頼し, そのうち回答に不
備のあるものを除く 95 名を分析の対象とした｡ 調
査協力者は, 男性 25 名, 女性 70 名であり, 平均年
齢は 18.95 歳 (SD=0.90) であった｡




回避の測定には, Ottenbreit & Dobson (2004)
に よ り 作 成 さ れ た Cognitive-Behavioral
Avoidance Scale (CBAS) の日本語版 (高垣・岡
島・国里・中島・シールズ・金井・石川・坂野,







の 4 因子, 31 項目から構成される｡ 回答は, ｢全く
当てはまらない｣ (1 点) から ｢完全に当てはまる｣
(5 点) の 5 件法で求めた｡ 信頼性・妥当性につい
ては, 高垣ら (2011) により確認されている｡
 心配
心配の測定には, Meyer, Miller, Metzger, &
Wong (1990) により作成された Penn State
Worry Questionnaire (PSWQ) の日本語版 (本
岡・松見・林, 2009) を用いた｡ PSWQ は, 16 項
目から構成される｡ 回答は, ｢全く当てはまらない｣




反すうの測定には, Treynor et al. (2003) によ
り作成されたRuminative Responses Scale (RRS)
の日本語版 (Hasegawa, 2013) を用いた｡ RRSは,
｢考え込み (Brooding)｣, ｢反省的熟考 (Reflection)｣
の 2 因子, 22 項目から構成される｡ 回答は, ｢ほと
んどなかった｣ (1 点) から ｢ほとんどいつもそう
だった｣ (4 点) の 4 件法で求めた｡ 信頼性・妥当
















ンの相関係数を算出し, Table 2 に示した｡ 相関分
析の結果, ｢考え込み｣ は回避と有意な正の相関を
認めた (r=.43 p<.01) が, ｢反省的熟考｣ は, 回避
と有意な相関を認めなかった (r=.17 p>.05)｡ ｢考
え込み｣ と回避の下位尺度の相関係数を降順に並べ
ると, ｢非社会的場面からの回避行動｣ (r=.45 p<.
01), ｢社会的場面からの回避行動｣ (r=.38 p<.01),
｢社会的場面からの認知的回避｣ (r=.37 p<.01),
｢非社会的場面からの認知的回避｣ (r=.32 p<.01)
の順であった｡ ｢反省的熟考｣ では, ｢社会的場面か
らの回避行動｣ (r=.27 p<.01), ｢社会的場面からの
認知的回避｣ (r=.16 p>.05), ｢非社会的場面からの
認知的回避｣ (r=.09 p>.05), ｢非社会的場面からの
回避行動｣ (r=.07 p>.05) の順であった｡ 心配では
｢非社会的場面からの回避行動｣ (r=.36 p<.01),
｢社会的場面からの認知的回避｣ (r=.29 p<.01),
｢社会的場面からの回避行動｣ (r=.28 p<.01), ｢非
社会的場面からの認知的回避｣ (r=.26 p<.05) の順
であった｡ また, ｢考え込み｣ と心配では有意な正











れなかった｡ これより, ｢考え込み｣ は回避機能を
有している可能性が示唆され, ｢反省的熟考｣ は回






























ている (D'Zurilla & Nezu, 1999)｡ 反すうにおい
ても類似した影響が見られることが明らかにされて
いる｡ 反すうを行う事によって, 効果的な問題解決
が妨害され (Lyubomirsky, Tucker, Caldwell, &
Berg, 1999; Lyubomirsky & Nolen-Hoeksema,
1995), 喜びをもたらす行動や気晴らし行動など自
発的な行動が制限され, 行動が受動的になることが
示されている (Lyubomrisky & Nolen-Hoeksema,
1993)｡ これらの共通点は, 反すう, 特に本研究で
は ｢考え込み｣ が回避機能を有しているために見ら













NOTE. 1) Cognitive-Behavioral Avoidance Scale
2) Ruminative Responses Scale
3) Penn State Worry Questionnaire
Table 2 各測度の相関係数
1 2 3 4 5 6 7 8 9
1 CBAS1) －
2 社会的場面からの回避行動 .87** －
3 非社会的場面からの回避行動 .81** .67** －
4 社会的場面からの認知的回避 .89** .74** .62** －
5 非社会的場面からの認知的回避 .88** .61** .60** .73** －
6 RRS2) .46** .43** .38** .44** .35** －
7 考え込み .43** .38** .45** .37** .32** .80** －
8 反省的熟考 .17 .27** .07 .16 .09 .46** .25* －
9 PSWQ3) .34** .28** .36** .29** .26* .67** .69** .18 －
NOTE. *p<.05 **p<.01
1) Cognitive-Behavioral Avoidance Scale
2) Ruminative Responses Scale







ることができるためである (Ottenbreit & Dobson,
2004)｡ 本研究では, ｢考え込み｣ と社会的場面及び
非社会的場面からの回避行動, 社会的場面及び非社
会的場面からの認知的回避の間に有意な相関を認め
た｡ これより, ｢考え込み｣ は様々な場面において
回避の機能を果たしていることが示唆された｡





























いて述べる｡ まず, 認知/行動療法 (Cognitive








する際には, 通常, 機能分析が行われ, 行動の先行
刺激, 行動, その行動の結果について検討が行われ





本稿を日本行動療法学会第 39 回大会 (2013) に
おいて発表した｡
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